
基
礎
研
究
の
二
つ
の
効
果
と
技
術
革
新
競
争

松
　
　
井

美
　
　
樹

（1）　塞礎研究の二つの効果と技術革新競争

は
じ
め
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
技
術
革
新
を
め
ぐ
る
競
争
に
身
を
置
く
企
業

が
、
基
礎
研
究
及
ぴ
応
用
研
究
・
開
発
に
ど
れ
ほ
ど
の
資
源
を
投

入
し
新
知
識
を
生
み
出
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
決
定
に
対
し
て
い

か
な
る
要
因
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題

を
ゲ
ー
ム
理
論
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
基
礎
研
究
、
応
用

研
究
、
開
発
へ
の
資
源
配
分
の
問
魑
は
、
待
ち
行
列
モ
デ
ル
を
用

い
た
Ω
里
く
雪
1
1
ω
ユ
邑
く
顯
窒
自
鳥
］
一
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
ヲ
ミ

ン
グ
を
利
用
し
た
■
8
［
占
［
ω
］
一
確
率
過
程
モ
デ
ル
に
よ
る
肉
O
σ
－

實
蒜
…
老
o
ま
昌
彗
口
H
］
一
最
適
制
御
理
論
を
用
い
た
ω
算
o
［
旨
］
一

寡
占
的
状
況
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
松
井
〔
∬
〕
な

ど
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
研
究

と
開
発
へ
の
資
源
配
分
と
い
う
間
魑
設
定
で
あ
る
。
他
方
、
技
術

革
新
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ω
争
胃
雪
［
ご
］

に
始
ま
り
、
■
昌
｛
［
ご
ト
＄
H
老
旨
Φ
［
α
－
］
〕
鶉
o
目
毛
雪
1
1
o
o
戌
o
q
…
N

［
－
H
肉
9
自
o
o
彗
自
冒
［
o
。
］
［
o
］
［
ε
－
ω
8
婁
寧
ユ
［
宝
］
な
ど
枚
挙
に
暇

が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
を
同
時
に
扱
っ
た
も
の
は
あ
ま
り

見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
両
者
の
合
体
を
以
下
試
み
て
み
た
い
。

　
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
、
開
発
へ
の
費
源
配
分
に
関
し
て
、
本
■

稿
で
は
特
に
基
礎
研
究
の
役
割
を
重
視
す
る
。
従
っ
て
、
以
下
で

は
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
・
開
発
と
の
二
分
法
で
議
論
を
進
め
、

後
者
は
、
単
に
応
用
研
究
と
書
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
基
礎
研
究
に
し
ろ
、
応
用
研
究
に
し
ろ
、
人
、
資
金
と
い
っ
た

直
接
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
新
し

い
知
識
あ
る
い
は
情
報
が
生
み
出
さ
れ
・
そ
れ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
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く
と
い
う
基
本
的
な
流
れ
に
つ
い
て
は
金
く
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ

の
と
き
、
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
へ
の
イ
ン
バ
ク
ト
と
し
て
次

の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク

の
変
化
が
、
応
用
研
究
へ
の
直
接
の
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
応
用
研
究

知
識
フ
ロ
ー
が
生
み
出
さ
れ
る
過
程
に
影
響
を
及
ぽ
す
。
一
定
の

応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
を
得
る
た
め
の
費
用
を
低
下
さ
せ
る
効
果

（
費
用
節
約
効
果
と
呼
ぷ
）
、
一
定
の
応
用
研
究
費
用
に
対
す
る
応

用
研
究
知
識
取
得
の
確
率
を
高
め
る
効
果
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

第
二
に
、
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
が
、
応
用
研
究
知
識

ス
ト
ヅ
ク
か
ら
新
製
品
な
い
し
新
製
法
の
開
発
完
了
へ
到
る
過
程

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
一
定
の
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
に
対
す
る

開
発
成
功
率
を
上
昇
さ
せ
る
効
果
（
成
功
確
率
上
昇
効
果
と
呼
ぷ
）
、

一
定
の
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
生
産
性
を
上
昇
さ
せ

る
効
果
な
ど
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
基
礎

研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
蓄
積
に
よ
っ
て
応
用
研
究
に
対
す
る
イ
ン

パ
ク
ト
が
生
ず
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
節
で
基
礎
研
究
が
成
功
確
率
上
昇
効
果
と
費
用
節
約
効
果
を

持
つ
場
合
を
考
慮
に
入
れ
た
寡
占
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ナ
ヅ
シ
ュ
均
衡
基
礎
研
究
戦
略
と
ナ
ヅ
シ

ュ
均
衡
応
用
研
究
戦
略
を
導
出
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ニ
　
モ
デ
ル
の
構
築

　
あ
る
特
定
の
新
製
品
（
あ
る
い
は
新
製
法
）
の
開
発
を
め
ぐ
っ

て
、
れ
個
の
同
一
視
し
う
る
企
業
が
競
い
合
っ
て
い
る
状
況
を
考

え
よ
う
。
先
ず
、
こ
の
開
発
競
争
の
開
始
時
点
を
0
、
終
了
時
点

を
T
と
定
め
る
。
こ
こ
で
は
、
最
初
に
開
発
に
成
功
し
た
企
業
の

み
が
そ
れ
以
後
独
占
的
な
報
酬
を
受
け
取
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を

開
発
成
功
時
点
で
評
個
し
た
値
を
、
（
、
V
o
）
と
表
そ
う
。
ア
は

開
発
成
功
時
点
が
い
つ
で
あ
る
か
に
は
依
存
し
な
い
と
仮
定
す
る
。

　
各
企
業
は
研
究
活
動
に
資
金
を
費
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
研

究
知
識
及
ぴ
応
用
研
究
知
識
を
蓄
積
し
て
い
く
。
時
間
ス
［
9

昌
と
と
も
に
連
続
的
に
変
化
し
て
い
く
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ッ

ク
専
1
1
鼻
（
｝
）
及
び
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
李
1
－
李
（
朴
）
が
、

企
業
．
丑
（
“
H
ポ
…
三
）
の
状
態
変
数
で
あ
る
。
各
企
業
は
こ
れ
ら

の
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
蓄
積
に
よ
っ
て
新
製
品
開
発
の
成
功
確
率
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
成
功
時
点
を
確
実
に
保
証
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
と
想
定
し
よ
う
。
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
及
ぴ
応
用

研
究
知
識
ス
ト
・
ツ
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
鼻
一
と
以
下
で
あ
る
と
き
に
、

企
業
．
包
が
当
該
新
製
品
の
開
発
に
成
功
す
る
確
率
を
き
（
ξ
寧
）

と
表
す
。
以
下
で
は
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戸

’．
　
’

㌧
　
　
　
レ

（3）基礎研究の二つの効果と披術革新競争

　
　
き
（
と
一
鼻
）
H
－
1
賀
三
1
（
ざ
と
十
申
鼻
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
1
－
ポ
…
一
さ
　
　
（
一
）

と
い
う
指
数
型
の
分
布
関
数
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
討
V
o
㌧
W
o

で
あ
り
、
見
が
厳
密
に
正
と
い
う
こ
と
は
基
礎
研
究
の
成
功
確
率

上
昇
効
果
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
企
業
、
也
が

‘
時
点
ま
で
に
開
発
に
成
功
す
る
確
率
は

　
　
、
｛
（
ト
（
｝
）
一
専
（
朴
）
）
1
1
H
－
婁
勺
事
隼
（
朴
）
十
“
阜
（
h
）
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
1
ー
ど
…
一
．
3
　
　
（
心
）

と
な
る
。

　
開
始
時
点
に
お
け
る
知
識
ス
ト
ヅ
．
ク
に
つ
い
て
は

　
　
ト
（
o
）
H
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
1
戸
…
一
さ
　
　
（
ω
）

　
　
鼻
（
o
）
1
l
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
1
ー
ゲ
…
一
さ
　
　
（
阜
）

と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
競
争
開
始
時
点
に
け
る
基
礎
研
究
知

識
ス
ト
ッ
ク
及
ぴ
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
は
と
も
に
O
に
基
準

化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
知
識
ス
ト
ヅ
ク
ひ
増
減
は
、
研
究
活
動
の
結
果
と
し

て
新
た
に
取
得
さ
れ
る
知
識
フ
ロ
ー
と
既
存
の
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の

陳
腐
化
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の

陳
腐
化
の
可
能
性
を
無
視
し
て
単
純
に

　
　
㌧
｝
H
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
ー
ど
…
一
さ
　
　
（
㎞
）

　
　
■

　
　
臼
｝
H
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
『
ポ
…
一
さ
　
　
（
ひ
）

と
す
る
。
た
だ
し
、
δ
ε
は
そ
れ
ぞ
れ
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
及
び
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
で
あ
り
、
§
1
1
§
（
“
）
一

㌻
1
1
♀
（
朴
）
な
る
時
間
に
関
し
て
連
続
な
関
数
と
仮
定
す
る
。
制

御
論
的
に
言
え
ぱ
、
こ
れ
ら
が
制
御
関
数
で
あ
る
。
通
常
の
用
法

に
従
っ
て
、
・
は
時
間
に
関
す
る
微
分
を
表
す
。

　
一
方
、
知
識
フ
ロ
ー
§
ぎ
を
敢
得
す
る
た
め
に
要
す
る
研
究

費
用
支
出
率
8
一
3
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
Q
』
1
－
Q
』
（
§
阜
）
　
　
　
　
　
　
　
｛
H
一
…
一
さ
　
　
（
N
）

　
　
Q
宙
H
Q
宙
（
g
）
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
H
一
…
一
事
　
　
（
o
。
）

と
表
そ
う
。
こ
れ
ら
の
関
数
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
要

求
さ
れ
よ
う
。

　
　
Q
ト
（
§
臭
）
W
P
Q
由
（
㌻
）
W
o
　
　
　
由
1
1
－
　
一
さ
　
（
o
）

　
　
①
Q
ト
　
　
　
①
Q
ト
　
　
　
①
Q
由

　
　
－
W
〇
一
－
＾
〇
一
l
W
o
　
　
　
｛
1
－
－
一
…
一
さ
　
（
H
o
）

　
　
①
§
　
　
　
①
由
由
1
　
　
①
ε

　
　
①
d
』
　
　
斗
Q
』
　
　
①
ざ
邑

　
　
割
V
9
剰
些
割
×
　
工
・
…
・
、
（
ε

㈹
の
第
二
式
が
厳
密
に
負
の
場
合
、
基
礎
研
究
の
費
用
節
約
効
果

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を

満
た
す
次
の
よ
う
な
関
数
を
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
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Q
s

S
（
§
一
b
｛
）
1
1

　
　
　
　
　
－
十
b
無
曽
Q
由
（
9
）
1
1
国
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軋
”
ポ
…
－
§
　
　
（
旨
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
0
と
刃
は
正
、
刀
は
非
負
の
定
数
で
あ
る
。

　
各
企
業
の
戦
賂
変
数
は
、
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
な
い
し
研
究
費

用
支
出
率
で
あ
る
。
む
時
点
に
お
け
る
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
の
決

定
方
式
と
し
て
は
、
む
と
そ
の
時
点
に
お
け
る
す
べ
て
の
企
業
の

状
態
変
数
の
値
（
き
一
…
し
§
事
一
…
一
串
）
に
依
存
さ
せ
て
決
め

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
戦
略
と
亡
の
み
に
依
存
さ
せ
て
決
め
る
開
ル

ー
プ
戦
賂
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
後
者
の
開
ル
ー
プ
戦
略
を

分
析
の
焦
点
と
す
る
。
し
か
ら
ぱ
、
制
御
関
数
§
1
1
§
（
叶
）
し
由
1
1

ε
（
“
）
を
・
包
企
業
の
開
ル
ー
プ
戦
略
そ
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
以
上
か
ら
、
各
企
業
が
ξ
ε
（
㌧
1
1
一
：
・
る
）
な
る
戦
略
を
と

っ
た
と
き
の
｛
企
業
の
期
待
ペ
イ
オ
フ
㌧
（
s
㌧
）
は
次
の
よ
う

に
特
定
化
さ
れ
よ
う
。
先
ず
、
．
丑
企
業
が
f
時
点
に
開
発
を
完
了

し
、
か
つ
そ
れ
ま
で
に
開
発
に
成
功
し
た
企
業
が
他
に
な
け
れ
ば
、

・
也
企
業
が
p
と
い
う
報
酬
を
受
け
取
る
。
そ
の
確
率
は
②
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
　
｛
討
§
（
朴
）
十
§
｛
（
甘
）
｝
賀
呂
－
事
】
と
（
｝
）
十
却
M
］
享
（
い
）
｝
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
咀
－
　
　
　
　
　
　
、
”
－

で
あ
る
。
一
方
、
む
時
点
ま
で
に
い
ず
れ
の
企
業
も
開
発
に
成
功

し
て
い
な
け
れ
ぱ
、
Q
§
咄
（
｝
）
、
青
十
b
鼻
冊
（
甘
）
｝
十
§
由
旧
（
叶
）
の
研
究

費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
確
率
は

　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

　
　
異
勺
［
1
冒
】
と
（
叶
）
十
“
】
き
（
叶
）
｝
］

　
　
　
　
　
　
』
■
－
　
　
　
　
　
　
』
1
－
－

で
与
え
ら
れ
る
。
t
れ
ら
を
競
争
開
始
時
点
ま
で
割
り
引
い
て
期

待
ペ
イ
オ
フ
を
求
め
れ
ば
、

　
　
㌧
。
§
－
ト
、
一
書
る
一
‡
冬
一
丁
｝
w
索
一

　
　
　
－
曼
旧
一
一
一
］
畢
－
享
画
ξ
一
・
必
暑
一
一
一
軋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
H
ゲ
…
一
事
　
　
（
ご
）

と
な
る
。
た
だ
し
、
γ
は
割
引
率
（
、
〉
o
）
も
n
（
ξ
…
一
S
）
㌧
1
1

（
ぎ
：
・
㌧
富
）
で
、
と
（
｝
）
一
些
（
叶
）
は
㈹
、
ω
式
を
初
期
条
件
と
す

る
微
分
方
程
式
体
系
㈲
、
㈲
を
満
足
す
る
。

　
各
企
業
は
競
争
企
業
の
戦
略
を
所
与
と
し
た
と
き
自
ら
の
期
待

ペ
イ
オ
フ
が
最
大
と
な
る
戦
略
を
選
ぷ
も
の
と
仮
定
し
、
以
下
、

上
述
の
動
態
的
な
ゲ
ー
ム
の
ナ
ヅ
シ
ュ
均
衡
戦
略
を
導
出
す
る
こ

と
に
し
ょ
う
。
ナ
ヅ
シ
ュ
均
衡
戦
酪
s
，
H
（
ε
、
一
－
一
§
、
）
㌧
、
H

（
㌻
、
一
…
㌧
。
讐
）
と
は
、
す
べ
て
の
．
也
に
対
し
て
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（5）　基礎研究の二つの効果と技術革新競争

　
　
、
（
δ
、
一
…
一
§
廿
一
…
一
ξ
。
㌧
一
、
一
…
一
F
。
一
…
一
ポ
。
）

　
　
　
　
W
、
（
§
。
一
…
一
§
…
一
享
、
㌧
－
、
一
…
一
ぎ
…
一
ダ
。
）

　
　
　
　
｛
o
H
巴
－
§
凹
目
o
ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
掌
）

を
満
た
す
戦
略
の
ペ
ア
ー
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
成
功
確
率
上
昇
効
果
と
均
衡
戦
略

　
先
ず
・
基
礎
研
究
が
成
功
確
率
L
昇
効
果
の
み
を
持
つ
場
合
を

取
り
上
げ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ω
式
の
此
が
正
、
胸
式
の
刀
が
0

の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
開
ル
ー
プ
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
戦
略
を
計
算
す
る
に
は
最
適
制
御
理

論
の
手
法
が
利
用
で
き
る
。
．
也
企
業
に
対
す
る
ハ
ミ
ル
ト
ニ
ァ
ン

屯
を

　
　
曳
1
1
肩
（
ぎ
｛
十
ぎ
｛
）
1
§
㌦
－
嚢
㌦
｝
異
巾
｛
1
（
き
十
ぎ
】
さ

　
　
　
　
十
ぎ
】
き
）
－
十
q
“
§
十
q
“
ぎ
｛
“
一
…
三
　
（
二
）

と
置
く
。
こ
こ
で
、
　
q
と
q
べ
は
そ
れ
ぞ
れ
状
態
方
程
式
㈲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

㈹
式
に
対
応
す
る
補
助
変
数
で
あ
り
、
】
を
単
に
】
と
省
略
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
1
－
－

て
い
る
。
こ
の
と
き
最
適
条
件
は
、
㌧
“
…
雨
、
ξ
ド
㌧
“
…
雨
、
一
ミ
宙

と
し
て

　
　
㌧
“
1
1
（
δ
§
。
1
、
“
）
婁
三
－
（
討
】
ぎ
十
申
】
～
）
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
…
ポ
…
一
さ
　
　
（
5
）

　
　
㌧
“
1
－
（
心
嚢
｝
、
1
黒
）
賀
三
1
（
ぎ
】
ξ
十
亭
】
～
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軋
…
ポ
：
“
さ
　
　
（
ミ
）

と
な
る
。
＼
』
し
“
は
そ
れ
ぞ
れ
・
包
企
業
の
応
用
研
究
知
識
ス
ト

ヅ
ク
及
ぴ
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ソ
ク
の
シ
ャ
ド
ゥ
・
プ
ラ
イ
ス
と

解
釈
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
シ
ャ
ド
ゥ
・
プ
ラ
イ
ス
が
大
き
い
ほ
ど
均

衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
高
く
な
る
。

　
次
に
、
ミ
き
q
“
は
補
助
方
程
式

　
　
　
　
　
軸
些
　
　
　
　
①
些

　
　
q
“
”
1
－
一
q
“
H
l
l
　
　
軋
1
1
ど
…
三
　
　
（
－
o
o
）

　
　
　
　
　
竃
一
　
　
　
　
①
鼻

を
満
た
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
の
条
件
は
㌧
“
と
㌧
“

を
用
い
れ
ぱ
、

　
　
㌧
“
1
1
之
“
十
ミ
、
（
ぎ
＾
、
十
ぎ
＾
、
）
l
S
｛
、
旧
1
§
｝
。
J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
－
一
…
一
さ
　
　
（
S
）

　
　
㌧
“
”
之
“
十
ミ
、
（
ぎ
＾
、
十
§
甘
。
）
1
Q
§
、
岨
－
肉
ε
。
冊
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
1
一
…
一
さ
　
　
（
8
）

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
開
発
競
争
終
了
時
点
丁
に
お
け
る
状
態
変
数
の
値

と
（
ド
）
一
鼻
（
ド
）
に
つ
い
て
は
何
ら
先
験
的
に
決
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
横
断
条
件
と
し
て
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㌧
“
（
ド
）
“
～
“
（
『
）
1
－
o
　
　
　
　
｝
1
I
H
一
…
る
　
　
（
昌
）

が
満
足
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
最
適
条
件
㈹
、
ω
式
、
横
断
条
件
帥
式
、
補
助
方
程
式

㈹
、
偉
Φ
式
、
状
態
方
程
式
と
そ
の
初
期
条
件
㈹
～
㈹
式
に
よ
っ
て

ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
戦
略
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
最
適
条
件
と
横
断
条
件
か
ら
τ
時
点
に
お
け
る
均
衡
戦
略
は

　
　
　
　
　
　
、
ぎ
　
　
　
　
　
　
、
却

　
　
s
㌻
（
θ
1
l
l
一
｝
㌻
（
ド
）
”
－
　
　
“
1
1
－
一
…
一
冒
　
　
（
S
）

　
　
　
　
　
　
N
Q
　
　
　
　
　
　
N
向

と
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
発
競
争
終
了
時
点
に
お
け
る
均
衡

知
識
フ
回
－
取
得
率
は
、
開
発
成
功
後
の
報
酬
P
及
ぴ
成
功
確
率

に
対
す
る
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
貢
献
度
ゐ
、
此
に
比
例
し
、
費
用
関

数
の
逓
増
度
0
、
刀
に
反
比
例
す
る
。

　
こ
こ
で
、
最
適
条
件
を
ま
で
微
分
し
、
最
適
条
件
と
補
助
方
程

式
を
利
用
し
て
㌔
。
と
㌧
“
を
消
去
す
る
と
、

　
　
阜
、
1
1
［
（
『
十
ぎ
】
3
、
十
宇
】
～
、
）
（
δ
§
。
1
、
ぎ
）

　
　
　
　
十
三
、
（
ぎ
＾
、
十
ぎ
｛
、
）
1
§
｝
、
N
I
b
ぎ
讐
“
］
、
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
－
H
一
…
一
さ
　
　
（
豊
）

　
　
｝
＾
。
…
［
（
『
十
討
】
～
、
十
討
】
ε
、
）
（
N
良
｝
、
1
、
“
）

　
　
　
　
十
ミ
ぎ
｛
、
十
§
｛
讐
）
I
Q
§
、
岨
－
肉
ぎ
、
J
］
、
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
－
ポ
…
一
さ
　
　
（
睾
）

が
得
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
囲
式
を
境
界
条
件
と
す
る
ぎ
本
の
微

分
方
程
式
体
系
に
よ
り
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
戦
酪
が
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
犯
個
の
企
業
は
す
べ
て
同
一
視
し
う
る
と
仮
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
す
ぺ
て
の
企
業
の
均
衡
戦
略
は
等
し
い
と
考
え

て
よ
い
。
そ
の
均
衡
戦
略
を
添
字
を
落
と
し
て
s
．
一
㌻
と
表
せ

ぱ
、

吻
～
酬
式
は

　
　
　
、
“
　
　
　
　
　
、
申

s
、
（
e
l
I
1
一
｝
、
（
e
“
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
）

　
　
　
　
N
Q
　
　
　
　
　
N
肉

、
“
［
（
『
十
討
さ
㍉
十
ぎ
、
）
（
N
Q
㍉
1
、
討
）
十
主
、
（
討
s
。
十
ぎ
。
）

　
　
－
s
、
胆
－
肉
α
、
J
］
、
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぎ
）

㌻
1
1
［
（
『
十
ぎ
さ
s
、
十
ぎ
胃
）
（
N
肉
㌻
1
、
申
）
十
ミ
、
（
討
㍉
十
ぎ
。
）

　
　
1
S
、
旧
－
肉
｝
、
“
］
、
N
肉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

と
い
う
二
本
の
徴
分
方
程
式
に
帰
着
す
る
。

　
こ
こ
で
、
鯛
式
に
8
ミ
を
帥
式
に
N
ミ
甲

く
と
、

を
掛
け
て
辺
々
引

一
ザ
。
－
唄
、
Y
一
壬
§
、
・
葦
、
一
＄
、
－
ψ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
）

な
る
関
係
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

㈲
式
よ
り
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（7）基礎研究の二つの効果と技術革新競争

　
N
Q
　
　
　
　
N
肉

　
l
s
、
（
ド
）
1
1
㌻
（
e
H
o

　
　
討
　
　
　
　
　
却

で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
ス
［
〇
一
昌
に
対
し
て

　
N
Q
　
　
　
　
N
向

　
－
8
、
（
甘
）
H
－
零
（
叶
）

　
　
ぎ
　
　
　
　
申

図1位相平面解析（成功碗率上昇効果）

　　　　　　　　　　　　　　〆＝0が

し

が＝o

r

〆
a* (T) 

が仰

（
s
）

が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
す
ぺ
て
の
艘
［
9
昌
に
対
し
て
均

衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
s
、
と
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ

ロ
ー
取
得
率
『
と
の
比
は
ミ
δ
一
ミ
N
向
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
二
次
元
の
、
－
s
位
相
平
面
の
解
析
に
よ
っ
て

確
か
め
ら
れ
る
。
先
ず
、
9
，
1
－
〇
一
｝
、
1
1
o
の
軌
跡
は
、
い
ず
れ

も
点
（
s
、
（
e
一
胃
（
e
）
を
通
る
直
線

　
　
　
Q
討
　
　
、
“
　
　
　
　
　
も
討
　
　
婁

　
ミ
ー
1
－
さ
8
壬
1
1
（
さ
1
一
）
一
8
，
H
一
当
㌻
1
－
（
さ
ー
－
）

　
　
　
亀
討
　
　
　
N
b
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
却
　
　
　
N
Q

を
漸
近
線
と
す
る
双
曲
線
を
描
く
（
図
一
参
照
）
。
第
一
象
限
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
軌
跡
は
そ
れ
ぞ
れ
一
本
だ
け
で
あ
る
。

　
9
，
H
〇
一
｝
、
1
1
o
を
両
方
と
も
満
た
す
平
衡
点
は
直
線
－
』
、
1
I

Q
“1

s
讐
上
に
あ
り
、
ま
た
、
第
一
象
限
に
は
一
つ
し
か
存
在
し
な

討
肉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
。
図
一
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
衡
点
（
雫
一
㌻
）
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
、
ぎ
　
　
　
■
　
　
　
　
　
、
“

　
o
〈
㌻
〈
s
．
（
θ
H
I
一
〇
〈
㌻
〈
㌻
（
e
l
l
1
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
N
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
M
b

が
成
立
す
る
。
こ
の
こ
と
は
図
一
上
で
は
、
λ
点
が
刀
点
の
北
東

方
向
に
あ
る
に
対
応
し
て
い
る
。

　
S
、
－
｝
、
位
相
平
面
の
第
一
象
限
に
お
い
て
、
S
．
“
O
の
軌
跡
の

右
（
下
）
側
で
は
母
、
は
正
、
左
（
上
）
側
で
は
＆
．
は
負
と
な
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る
。
一
方
、
｝
。
1
l
o
の
軌
跡
の
右
（
下
）
側
で
は
帥
、
は
負
、
左

（
上
）
側
で
は
㌻
は
正
と
な
る
。
よ
っ
て
、
ト
ラ
ジ
ェ
ク
ト
リ

の
方
向
は
図
一
の
矢
印
の
如
く
示
さ
れ
る
。
す
ぺ
て
の
ト
ラ
ジ
ェ

ト
リ
は
平
衡
点
3
か
ら
離
れ
て
い
く
方
向
に
動
く
か
ら
、
五
点
は

不
安
定
な
結
節
点
で
あ
る
。
開
発
競
争
終
了
時
点
丁
に
お
け
る
ナ

ッ
シ
ュ
均
衡
戦
略
は
∠
点
で
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
∠
点
を
通
る

ト
ラ
ジ
ェ
ク
ト
リ
は
刀
点
か
ら
出
発
し
て
直
線
ユ
上
を
北
東
方
向

へ
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
均
衡
戦
略
を
示
す
点
が

線
分
由
㌧
上
を
3
点
か
ら
∠
点
の
方
向
へ
動
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

た
だ
し
、
万
点
は
平
衡
点
で
あ
る
か
ら
、
0
時
点
に
お
け
る
均
衡

戦
略
を
表
す
点
は
3
点
で
は
な
い
。

　
以
上
か
ら
、
均
衡
塞
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
と
均
衡
応
用

研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
一
定
比
（
ミ
宇
ミ
Q
）
に
保
た
れ
つ
、

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
と
と
も
に
単
調
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
．

　
さ
て
、
㈱
式
を
用
い
る
た
め

　
　
　
N
Q
　
　
N
肉

　
　
■
H
l
s
“
H
－
㌻

　
　
　
　
ざ
　
　
　
“

と
置
く
な
ら
ぱ
、
微
分
方
程
式
㈲
、
帥
は

　
　
ぺ
（
e
l
l
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

を
境
界
条
件
と
す
る

工
批
垂
亨
言
、
⊥
雫
讐
ヱ
一
㌣
÷

　
　
　
1
竜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竃
）

と
い
う
一
本
の
式
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
式
の
右
辺
を
0
と

置
い
た
二
次
方
程
式
の
二
つ
の
解
を
5
5
（
5
〈
さ
）
、
判
別
式

を
刀
と
表
す
と
き
、
微
分
方
程
式
㈱
の
一
般
解
は

　
　
　
　
　
　
（
、
－
5
）
（
5
1
5
）
實
巾
由
（
ド
ー
叶
）
自
｝

　
　
『
1
1
さ
十

　
　
　
　
　
1
（
、
1
さ
）
十
（
、
1
‘
）
Φ
老
｛
（
ド
ー
叶
）
自
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
ー
き
）
（
5
－
5
）

　
　
　
1
－
5

　
　
　
　
　
　
（
、
－
5
）
1
（
、
1
5
）
賀
三
（
ド
ー
甘
）
自
－

　
　
　
　
さ
（
、
ー
さ
）
－
（
、
－
き
）
さ
賀
三
（
ド
ー
｝
）
自
｝

（
、
－
5
）
1
（
、
ー
さ
）
異
三
（
－
1
一
甘
）
自
－

で
与
え
ら
れ
る
。
き
一
5
一
b
に
つ
い
て
は
、

の
レ
ン
マ
が
成
り
立
つ
。

レ
ン
マ
一

　
（
一
）
5
〈
o
－
（
N
）
5
〉
〇
一
（
い
）
b
V
o
－
（
｛
）

　
　
　
　
（
ε
）

そ
の
定
義
か
ら
次

5
〈
、
．

こ
れ
よ
り
、
5
〈
ぺ
帆
、
が
容
易
に
示
せ
る
。
ま
た
、

　
　
吋
1
1
［
（
、
1
5
）
－
（
、
ー
さ
）
賢
三
（
ド
ー
冊
）
自
－
］
1
咄

（
室
）
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×
（
、
1
5
）
（
、
1
5
）
（
5
1
さ
）
自
賀
呈
（
ド
ー
“
）
自
｝

1
　
『
“
1
［
（
、
1
き
）
1
（
、
－
5
）
異
三
（
『
1
“
）
自
＝
1
蜆

　
　
　
　
×
［
（
、
1
5
）
十
（
、
1
‘
）
異
二
（
ド
ー
“
）
自
－
］

　
　
　
　
×
（
、
－
5
）
（
、
1
さ
）
（
5
1
さ
）
b
異
三
（
ド
ー
｝
）
自
－

は
い
ず
れ
も
正
の
値
と
な
る
。
た
だ
し
、
一
は
‘
に
つ
い
て
の
二

階
の
微
分
を
表
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
㈱
式
で
与
え
ら
れ
た
r
を
用
い
て
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率

亀
．
㌧
．
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
討
K
　
　
　
　
“
『

　
　
、
1
1
－
　
㌻
H
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
曽
）

　
　
　
　
N
g
　
　
　
N
目

と
な
る
。
吋
及
ぴ
K
は
い
ず
れ
も
正
で
あ
る
か
ら
、
次
の
命
題

が
成
立
す
る
。

命
魑
一
　
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
s
！
㌻
は
、
ミ
？
ミ
向
な

る
一
定
比
を
保
ち
つ
つ
時
間
と
と
も
に
逓
増
的
に
増
加
し
、
開
発

競
争
終
了
時
点
に
は
そ
れ
ぞ
れ
事
㌔
8
一
、
ミ
心
肉
に
達
す
る
。

従
っ
て
、
均
衡
研
究
費
用
支
出
率
ε
・
3
も
一
定
比
（
き
？

㌔
㌔
菖
を
保
ち
な
が
ら
時
間
と
と
も
に
逓
増
的
に
増
加
す
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
シ
ャ
ド
ゥ
・
プ
ラ
イ
ス
ご

と
計
も
時
間
と
と
も
に
増
加
し
、
開
発
競
争
終
了
時
点
に
は
い

ず
れ
も
0
と
な
る
。
よ
っ
て
、
任
意
の
言
［
9
e
に
対
し
て
知

識
ス
ト
ッ
ク
の
シ
ャ
ド
ゥ
プ
ラ
イ
ス
は
負
の
値
を
と
る
。
さ
ら
に
、

．
包
企
業
が
缶
時
点
ま
で
に
は
開
発
を
成
功
し
て
い
な
い
と
い
う
条

件
の
下
で
次
の
瞬
間
に
開
発
に
成
功
す
る
確
率
（
ぎ
十
§
）
§
も

均
衡
に
お
い
て
は
逓
増
的
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
㈱
式
で
示
さ
れ
た
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
の
水
準
は
、

時
間
‘
以
外
に
幾
つ
か
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
に
も
依
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
な
い
し

均
衡
研
究
開
発
支
出
率
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
見
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
o

　
先
ず
、
開
発
競
争
期
間
丁
の
影
響
に
つ
い
は
次
の
命
題
が
成
立

す
る
。

命
題
二
　
ω
開
発
競
争
期
間
が
長
く
な
ほ
ど
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
（
均
衡
研
究
費
用
支
出
率
）
は
減
少
す
る
。
ω
開
発
競
争

期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
、
開
発
競
争
終
了
時
点
に
お
け
る
均
衡
知

識
ス
ト
ッ
ク
は
大
き
く
な
る
。

証
明

　
　
①
㍉
　
　
ぎ

（
一
）
l
H
I

　
　
①
『
　
N
Q

　
　
l
（
、
1
き
）
（
、
1
さ
）
（
5
1
さ
）
臼
實
三
（
ド
ー
叶
）
自
｝

　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
O

　
　
　
　
［
（
、
1
㌻
）
1
（
、
1
5
）
婁
三
（
－
r
叶
）
く
ヨ
ー
］
帖
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一橋論叢　第95巻　第6号　（10）

　
　
撃
o
　
却

　
　
①
s
　
N
由

　
　
－
（
、
1
■
）
（
、
1
さ
）
（
さ
－
5
）
之
｝
①
メ
勺
H
（
『
－
｝
）
く
｝
－

　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
o

　
　
　
［
（
、
1
さ
）
1
（
、
1
5
）
婁
勺
｛
（
ド
ー
叶
）
臼
＝
｝

（
N
）
s
ノ
㌻
に
対
応
す
る
開
発
競
争
終
了
時
点
に
お
け
る
応
用
研

究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
及
ぴ
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
を
㌔
（
e
一
曳

（
ド
）
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
倒
～
㈹
式
よ
り

㌧
、
一
千
中
［
ミ
・
一
、
訓
、
一

主
．
一
、
．
、
一
、
一
帝
舶
。
一
。
一
量
一
一

肉
、
一
干
昨
［
ミ
・
一
さ
訓
、
一

主
、
一
、
、
、
一
索
川
舵
。
、
。
一
、
ヨ
一
一

①
ド

1
l

①
出

（ド
）

竃卜1
（、

5
）
十

（、

き
）
Φ
■

勺

s

5
（、

①
ド

が
導

婁か
＾れ

（e令
　　l1
5δト河
十

（、

5
×
5
5
Y
岩

よ

り

V
o

　
1
5
（
、
1
さ
）
十
（
、
－
‘
）
（
さ
－
き
）
①
■
勺
由
ド
自
｝

x
－
一
劃
「
i
V
。

を
得
る
。

証
明
終

　
ま
た
、
開
発
競
争
期
間
丁
を
無
隈
大
に
近
づ
け
た
と
き
に
均
衡

知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
魯
！
㌻
は
そ
れ
ぞ
れ
討
5
㌔
δ
ふ
さ
盲
b
に

近
づ
く
。

　
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
寄
与
度
尻
及
び
冶
、

費
用
関
数
の
逓
増
度
o
及
び
亙
、
競
争
企
業
数
犯
、
開
発
成
功
後

の
報
酬
p
、
割
引
率
γ
は
、
貝
ぎ
5
へ
の
イ
ン
バ
ク
ト
を
通

じ
て
も
γ
そ
し
て
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
亀
、
㌧
、
に
影
響
を

及
ぽ
す
。
そ
こ
で
、
貝
■
さ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
先
に
ま
と

め
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
は
貝
一
5
の
定
義
か
ら
直
ち
に
導
出

で
き
る
。

レ
ン
マ
ニ

（
H
）

（
N
）

（
ω
）

㍗
実
淋
・
㌢
⊥
一
岨
雪
了

湘
－
虫
一
中
淋
一
一
工
一
帖
・
・
§
了

中
－
坐
一
淋
・
淋
一
一
工
一
冊
羊
土
会

幽



，
～

■、

γ
　
　
　
㌧

（11）基礎研究の二つの効果と技術革新競争

（　　　（　　　（　　　（
N　　　0、　　　｝　　　全
）　　　　）　　　）　　　）

宇1竃竜1竃副竃竃1竃
11　　11　　11　　11

睾　（　、　1まll二干実
示×ΦSl、
あ雫泰壷
と誓壷干

さ　　（　　一
1　さ　㌣一　　1　、
㌣　じ　十
、　、　§
十　十｝§ご＿〈｝　　　　　　o
V　Vo　　o

レ
ン
マ
三

　　（　　　　　（　　N　　　　　←’　　）　　　　　）
撃憤睾憎睾1貫睾1童

11　1　11　11
ふ駆」δ1童
w（鴫（　　［0　　　　　N（　　§　（　　富

ぎ1§l　1　じ　1　じ
貫自㌧貫自干

自1只b≡1只
N　§　N　s

　1・じ　1　じ
b、む、、V　，V〈9　〈9o　　　　o

（
ω
一
鴫
－
鵡
一
。
さ
、
一
）
、
帥
、
（
さ
1
、
）
、
〈
9

　
・
①
5
1
、
き
（
N
事
－
H
）
さ
ー
只
さ
1
－
）
、

　
8
竜
　
　
く
）
　
　
V
o

（壮
）

①b

企
由

貫爵憤

㌔

ぎ阜
　b（N
さ

む
き

只自
§

じ
、

V
◎

l
l

㌔
き

（N
さ

じ
5
只
さ

む
、

9

一
蜆
一
報
－
－
（
納
十
む
・
、
、
一
“
、
一
・
9

　
平
雫
淋
一
・
さ
一
“
さ
一
X

一
①
蝸
－
－
生
（
㍗
む
一
〒
量
・
・
一
・
9

　
雫
生
一
苧
淋
一
一
工
一
軍
す

　
　
①
さ
　
H
　
　
　
①
さ
H

　
S
剖
H
I
司
一
㌣
5
・
9
剖
－
司
Q
－
5
×

レ
ン
マ
ニ
及
ぴ
レ
ン
マ
三
を
用
い
て
、
諸
パ
ラ
メ
ー
タ
が
γ
に

与
え
る
効
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

レ
ン
マ
四
　
任
意
の
茉
［
〇
一
昌
に
対
し
て

　
　
①
『
　
　
　
①
ぺ
　
　
　
①
、
　
　
　
①
『

　
（
一
）
割
帆
9
（
N
）
割
帆
9
（
ω
）
劃
w
9
（
全
）
劃
w
9

　
　
①
＼
　
　
　
①
K
　
　
　
①
ぺ

　
（
ω
）
－
v
〇
一
（
α
）
－
〉
〇
一
（
N
）
l
w
〇
一

　
　
　
①
§
1
　
　
①
、
　
　
　
宰

た
だ
し
、
等
号
が
成
り
立
つ
の
は
叶
1
1
『
の
と
き
の
み
で
あ
る
。
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一橋論叢第95巻第6号（12）

証
明
　
パ
ラ
メ
ー
タ
φ
の
関
数
Q
（
息
）
一
曽
（
も
）
し
（
息
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
　
①
b

　
Q
（
息
Y
－
（
、
1
さ
）
（
、
1
5
）
（
5
1
き
）
劃
剖
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
　
も
5

　
員
怠
）
1
1
（
、
1
き
）
剖
・
　
　
　
　
　
（
、
N
）

　
　
　
　
　
　
　
も
さ

　
ト
（
息
）
1
1
（
、
1
5
）
剖
・
　
　
　
　
　
　
（
§

助
“
ド
ー
ト
と
置
く
と
き
、
息
1
1
ぎ
ぎ
ρ
貝
§
『
に
つ
い
て
．

　
①
『

　
剖
～
冒
（
奄
）
。
宍
。
一
、
自
丁
、
（
料
）
］
［
。
、
弓
一
軸
自
丁
一
］

　
　
十
Q
（
息
）
竃
老
膏
自
－
　
　
　
　
　
　
　
　
（
♂
）

と
な
る
。
こ
の
右
辺
を
N
（
吻
ζ
）
と
置
こ
う
。
｝
“
『
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
ぺ

吻
1
I
o
の
と
き
に
は
こ
の
値
は
O
に
な
り
、
従
っ
て
、
－
も
0
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母

な
る
。

　
以
下
、
o
帆
ス
ド
（
o
〈
｝
帆
ド
）
の
場
合
の
値
を
考
え
よ
う
。
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
ペ

ン
一
二
と
三
よ
り
、
工
・
＝
つ
い
て
は
、
剖
。
ニ
ム
向

　
　
　
　
　
①
『

に
つ
い
て
は
、
1
v
o
が
直
ち
に
導
け
る
。

　
　
　
　
　
喜

　
息
1
ー
ぎ
『
に
つ
い
て
、
N
（
〇
一
も
）
1
1
o
は
す
で
に
示
さ
れ
た
。

貞
3
怠
）
を
h
で
徴
分
す
れ
ぱ
、

　
①
、
（
助
、
息
）
黒
料
×
早
｝
自
羊
N
各
婁
三
。
自
一

　
　
　
茅

　
　
　
　
1
｛
ト
（
息
）
十
串
（
息
）
｝
自
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

を
得
る
。
こ
の
右
辺
を
ミ
（
二
料
）
と
置
く
。
こ
の
と
き
、

　
　
暮
；
1
1
、
、
（
㏄
、
）
－
ξ
）
士
ξ
）
1
ξ
）
一
自

　
　
　
　
　
1
1
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
）

と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ミ
（
臼
一
息
）
を
3
で
徴
分

し
て
、

　
　
①
ミ
。
、
息
）
1
Q
（
息
）
十
罵
（
息
）
旨
岩
τ
自
一

　
　
　
茅

　
　
　
　
　
　
1
1
b
［
H
（
息
）
1
串
（
息
）
十
N
串
（
息
）
費
三
乏
｝
｝
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
）

を
得
る
。
レ
ン
マ
ニ
と
三
か
ら
、
㈹
式
は
正
の
値
と
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
よ
っ
て
、
任
意
の
二
（
〇
一
昌
に
対
し
て
、
ミ
（
3
息
）

　
　
　
①
N
（
二
専
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

す
な
わ
ち
　
　
　
　
は
正
の
値
を
と
る
。
こ
れ
よ
り
　
任
意
の

　
　
　
　
　
茅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
ぺ

、
、
一
。
・
、
一
に
対
し
て
、
一
由
、
も
す
套
ち
剖
は
正
差
る
。
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（
　
　
　
　
　
‘

レ

（13）基礎研究の二つの効果と技術革新競争

　
r
に
対
す
る
p
の
効
果
に
つ
い
て
は

　
　
①
、

　
　
劃
～
N
（
臼
一
、
）
十
（
5
1
5
）
岨
。
閑
二
之
ヨ
　
　
　
　
（
章
）

と
表
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
N
（
3
、
）
の
符
号
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
（
二
、
）

先
ず
N
（
〇
一
、
）
の
値
は
0
で
あ
る
。
　
　
　
　
～
ミ
（
8
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅

で
あ
り
、
レ
ン
マ
ニ
と
三
を
利
用
し
て
、

　
　
ミ
o
、
）
1
l
Q
（
、
）
十
冨
（
、
）
－
ト
（
皇
自
V
9
（
阜
い
）

及
ぴ
、
任
意
の
ス
［
o
・
昌
に
対
し
て

　
　
①
雫
（
二
、
）

　
　
　
　
茅
ム
（
む
十
員
、
）
b
。
、
三
乏
ヨ
V
o
（
5

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
任
意
の
ス
［
9
昌
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
（
3
き

し
て
ミ
（
、
一
、
）
す
な
わ
ち
　
茅
　
　
は
正
の
値
を
と
り
、
、
（
二

、
）
は
非
負
の
値
と
な
る
。
よ
っ
て
、
幽
式
よ
り
、
任
意
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
①
、

［
◎
一
昌
に
対
し
て
、
劃
〉
o
が
証
明
さ
れ
た
。
　
　
証
明
終

　
以
上
の
準
備
の
下
で
、
諸
パ
ラ
メ
ー
タ
が
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
、
s
、
一
｝
、
な
い
し
均
衡
研
究
費
用
支
出
率
Q
ト
ε
に
与
え

る
効
果
に
つ
い
て
、
次
の
命
題
が
成
立
す
る
。

命
題
三

ω
　
開
発
競
争
終
了
時
点
に
十
分
近
い
と
き
に
は
、
開
発
成
功
確

率
に
対
す
る
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
寄
与
度
が
大
き
い
ほ
ど
、

均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
高
く
な
る
。

開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い
て
、
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る
応
用

研
究
知
識
ス
ト
ツ
ク
の
寄
与
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎
研
究
知

識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
低
く
な
る
。

②
　
開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い
て
、
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る

基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
寄
与
度
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
応
用

研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
低
く
な
る
。
開
発
競
争

終
了
時
点
に
十
分
近
い
と
き
に
は
、
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る
基

礎
研
究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
の
寄
与
度
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎
研

究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
高
く
な
る
。

㈹
　
開
発
競
争
終
了
時
点
に
十
分
近
い
と
き
に
は
、
応
用
研
究
費

用
関
数
の
逓
増
度
が
大
き
い
ほ
ど
寸
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
（
支
出
率
）
は
低
く
な
る
。
開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い

て
、
応
用
研
究
費
用
関
数
の
逓
増
度
が
犬
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎

研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
高
く
な
る
。

ω
　
開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い
て
、
基
礎
研
究
費
用
関
数
の
逓

増
鹿
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支

出
率
）
は
高
く
な
る
。
開
発
競
争
終
了
時
点
に
十
分
近
い
と
き
に
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表1　均衡知識フロ
ー取得率に対するパ
ラメータの影響
　（成功確率上昇効果）

い

十”

十■1

十，3

十，1

十州十13

十十

十＝，十！3

D田晃固争傍了時点の十分近くで

　虚立

茗）目晃固争傍了碕点で旦o

は
、
基
礎
研
究
費
用
関
数
の
逓
増
度
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎

研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
低
く
な
る
。

㈲
　
開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い
て
、
開
発
競
争
に
参
加
す
る
企

業
数
が
多
い
ほ
ど
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
基

礎
研
究
、
応
用
研
究
と
も
高
く
な
る
。

㈹
　
開
発
成
功
後
の
報
酬
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
（
支
出
率
）
は
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
と
も
高
く
な
る
。

ω
　
開
発
競
争
終
了
時
点
を
除
い
て
、
割
引
率
が
高
い
ほ
ど
、
均

衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
と

も
高
く
な
る
。

　
こ
こ
で
、
開
発
競
争
終
了
時
点
に
十
分
近
い
と
き
と
は
、
各
バ

ラ
メ
ー
タ
に
対
す
る
γ
の
弾
カ
性
が
ー
（
倒
と
ω
の
均
衡
支
出
率

の
ケ
ー
ス
は
仏
）
よ
り
も
小
さ
い
場
合
を
言
う
。
こ
れ
ま
で
の
結

果
を
ま
と
め
た
の
が
表
一
で
あ
る
。

　
ま
た
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
が
と
ら
れ
た
と
き
の
期
待
ペ

イ
オ
フ
㍉
（
s
。
し
、
）
の
値
は
、
、
1
員
o
）
と
な
り
、
企
業
数
肌

が
無
限
大
に
近
づ
く
と
き
、
こ
の
値
は
0
に
収
凍
す
る
。

　
　
　
四
　
費
用
節
約
効
果
と
均
衡
戦
略

　
次
に
、
基
礎
研
究
が
費
用
節
約
。
効
果
の
み
を
持
つ
場
合
の
分
析

に
移
ろ
う
。
成
功
確
率
上
昇
効
果
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
ω
式
の

ん
が
O
、
ω
式
の
D
が
正
の
ケ
ー
ス
に
あ
た
る
。

　
前
節
と
同
様
の
手
続
き
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
場
合

の
開
ル
ー
プ
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
戦
略
は

　
　
　
　
　
　
、
討
｛
H
＋
b
由
（
ド
）
｝

　
　
s
。
（
3
1
1
　
　
　
　
　
　
　
㌧
、
（
『
）
H
〇
一
国
（
o
）
“
o
（
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
N
Q

を
境
界
条
件
と
す
る
次
の
徴
分
方
程
式
体
系
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
下
、
眺
饒
一
一
ま
き
一
恥
ジ
主
ま
一
噌
ミ

　
　
　
恥
昨
§
、
、
）
・
飛
崇
一
一

下
牛
ま
§
、
一
曼
－
一
飛
耶
一

㎞
H
、

（
畠
）

（
お
）

（
g
）
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（15）　基礎研究の二つの効果と技術革新競争

前
節
で
取
り
扱
っ
た
微
分
方
程
式
体
系
と
は
異
な
り
、
こ
の
体
系

に
は
状
態
変
数
B
が
含
ま
れ
て
お
り
、
状
態
方
程
式
帥
式
も
合
わ

せ
て
考
慮
し
な
ぺ
て
は
な
ら
な
い
。
三
つ
の
変
数
が
合
ま
れ
て
い

る
た
め
、
位
相
平
面
解
析
も
容
易
に
は
行
え
な
い
。
た
だ
し
、
開

．
発
競
争
終
了
時
点
丁
に
お
い
て
は
、
～
廿
は
正
の
値
、
｝
．
は
負
の

値
を
と
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
開
発
競
争
終
了
時
点
τ
に
十

分
近
い
ε
に
対
し
て
は
、
時
間
と
と
も
に
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ

ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
増
加
し
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ

ー
取
得
率
（
支
出
率
）
は
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
均
衡
戦
略
の
よ
り
詳
し
い
形
状
を
知
る
た
め
、
以
下
、
徴
分
方

　
　
O
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
f

　
　
ふ
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

図2均衡知識フロー取得率

　　　　　　（費用節約効果；T3

3
一

”㎜Hm㏄

ω

30

20

10

程
式
㈱
～
6
①
の
解
を
数
値
解
析
に
よ
っ
て
求
め
て
み
よ
う
。
そ
の

た
め
、
諸
バ
ラ
メ
ー
タ
を

　
　
ド
ー
1
ω
・
9
討
1
I
o
．
8
戸
Q
1
ー
ゲ
b
1
－
9
o
仰
肉
1
1
“
§
1
1
“

　
　
、
1
1
壮
o
o
o
o
、
”
o
1
o
o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
設
定
し
た
。
こ
の
と
き
の
計
算
結
果
が
図
二
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
S
、
は
、
開
発
競
争
開
始

時
点
の
約
一
九
・
四
か
ら
開
発
競
争
終
了
時
点
の
約
三
八
・
八
へ

と
単
調
に
増
加
す
る
の
に
対
し
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
－
、
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
約
一
一
・
八
か
ら
O
に
単

調
に
減
少
す
る
。
さ
ら
に
、
s
．
㌧
、
は
い
ず
れ
も
時
間
に
関
す
る

凹
関
数
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
の
増
加
割
合
は
開
始
時
点
に
近
い
ほ
ど
大
き
く
、
終
了
時

点
に
近
づ
く
に
つ
れ
歯
止
め
が
か
か
る
。
一
方
、
均
衡
基
礎
研
究

知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
の
減
少
割
合
は
開
始
時
点
に
近
い
ほ
ど
小
さ

く
、
終
了
時
点
に
近
づ
く
と
急
激
な
減
少
を
示
す
。
均
衡
基
礎
研

究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
に
対
応
す
る
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
は
、

開
始
時
点
の
○
か
ら
終
了
時
点
ま
で
に
約
一
八
・
九
へ
と
逓
減
的

に
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、
均
衡
応
用
研
究
支
出
率
も
、
開

発
競
争
開
始
時
点
の
約
三
七
四
・
八
か
ら
開
発
競
争
終
了
時
点
の

約
七
七
九
．
四
へ
と
単
調
か
つ
逓
減
的
に
増
加
す
る
。
均
衡
基
礎
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研
究
支
出
率
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
約
二
七
七
．
○
か
ら
○

へ
単
調
に
減
少
す
る
が
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
敢
得
率
と

は
異
な
り
、
時
間
に
関
す
る
凸
関
数
と
な
る
。

　
ま
た
、
基
礎
研
究
と
応
周
研
究
を
合
わ
せ
た
総
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
は
、
‘
が
小
さ
い
と
き
に
は
士
の
増
加
関
数
で
あ
る
が
、
‘

が
約
二
・
二
の
と
き
最
大
と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
減
少
関
数
と
な

る
。
こ
れ
に
対
し
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
を
合
わ
せ
た
均
衡
総

研
究
費
用
支
出
率
は
‘
と
と
も
に
単
調
に
増
加
す
る
。

　
さ
て
、
制
式
で
与
え
ら
れ
た
特
定
の
バ
ラ
メ
ー
タ
値
に
対
し
て

成
り
立
っ
た
以
上
の
結
果
は
、
ど
れ
く
ら
い
一
般
的
で
あ
ろ
う
か
。

バ
ラ
メ
ー
タ
の
変
更
に
ど
の
程
度
耐
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
は
、
諸
バ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
は
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
敢
得
率
あ

る
い
は
均
衡
研
究
費
用
支
出
率
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
魑
に
答
え
る
に
は
、
様
々
に
バ

ラ
メ
ー
タ
を
設
定
し
直
し
て
そ
れ
ら
の
結
果
を
比
較
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
馴
式
の
設
定
値
を
ぺ
ー
ス
と
し
て
、
バ
ラ

メ
ー
タ
の
値
を
ひ
と
つ
ず
つ
変
化
さ
せ
て
み
た
。
八
つ
の
パ
ラ
メ

ー
タ
す
ぺ
て
に
つ
い
て
既
定
値
の
二
借
及
び
二
分
の
一
の
値
を
と

り
、
企
業
数
肌
に
つ
い
て
は
八
、
開
発
競
争
期
間
丁
に
つ
い
て
は

一
〇
・
O
と
ニ
ニ
・
O
の
ケ
ー
ス
も
計
算
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、

べ
ー
ス
と
な
っ
た
も
の
も
含
め
て
全
都
で
二
〇
通
り
の
パ
ラ
メ
ー

タ
値
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
〇
通
り
す
べ
て
の
バ
ラ
メ
ー
タ
値
に
対
し
て
、
時
間

．
の
経
過
と
と
も
に
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
s
。
は
単

調
増
加
し
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
o
、
は
単
調
減

少
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ

ロ
ー
取
得
率
に
対
応
す
る
基
礎
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
は
、
時
閥
と

と
も
に
逓
減
的
に
増
加
す
る
。
ま
た
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

均
衡
応
用
研
究
支
出
率
は
単
調
増
加
、
均
衡
基
礎
研
究
支
出
率
は

単
調
減
少
、
均
衡
総
研
究
費
用
支
出
率
は
単
調
増
加
す
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
ポ
。
㌧
。
は
必
ず
し
も
時
間

に
関
す
る
凹
関
数
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
傾
向
は
㌻
に
お
い
て

特
に
顕
著
で
あ
る
。
、
H
o
．
o
8
o
（
o
b
）
一
Q
l
l
o
．
只
o
．
伽
）
一
b
H
o
」

（
o
’
N
）
一
b
l
l
一
．
o
（
9
ω
）
㌧
1
I
o
．
o
9
（
－
6
）
一
さ
1
1
o
o
（
o
も
）
一
ド
m
α
1
o
（
H
．
㎞
）
一

H
g
o
（
傘
、
N
）
一
§
．
o
（
一
辛
N
）
の
九
通
り
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
変
曲

点
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
変
曲
点
の
‘
座
標

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
｝
。
は
f
が
小
さ
い
と
き
に

は
t
に
関
す
る
凸
関
数
で
あ
り
、
舌
が
変
曲
点
を
越
え
る
と
凹
関

数
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
均
衡
基
礎
究
知
識
フ
ロ
ー
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（17）基礎研究の二つの効果と技術革新競争

取
得
率
の
滅
少
率
の
割
合
は
変
曲
点
で
最
低
と
な
り
、
そ
の
付
近

で
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
る
一
方
、
開
発
競
争
開
始
時
点
及

ぴ
開
発
競
争
終
了
時
点
に
近
づ
く
ほ
ど
高
い
減
少
割
合
を
示
す
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
変
曲
点
が
開
発
競
争
開
始
時
点
の
比
較
的

近
く
に
位
置
す
る
場
合
に
は
、
開
発
競
争
開
始
時
点
に
お
け
る
均

衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
敢
得
率
の
滅
少
割
合
は
さ
ほ
ど
大
き
く

な
ら
な
い
。

　
他
方
、
応
用
研
究
知
識
フ
回
－
取
得
率
S
讐
は
S
“
鼻
O
の

ケ
ー
ス
を
除
い
て
時
間
に
関
す
る
凹
関
数
と
な
る
。
ド
ー
§
o
の

場
合
に
は
、
ま
が
約
二
一
・
八
の
と
こ
ろ
に
の
変
曲
点
が
存
在
し
、

s
、
は
こ
れ
よ
り
小
さ
い
舌
の
範
囲
に
対
し
て
は
広
に
関
す
る
凹

関
数
と
な
る
が
、
む
が
変
曲
点
を
越
え
る
と
凸
関
数
に
変
わ
る
。

従
っ
て
、
開
発
競
争
終
了
時
点
及
ぴ
そ
の
近
く
に
お
け
る
均
衡
応

用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
の
増
加
割
合
は
、
開
発
競
争
開
始
時

点
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
ポ
大
き
く
な
る
。

　
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
を
合
わ
せ
た
均
衡
総
知
識
フ
ロ
ー
取
得

率
に
関
し
て
は
、
討
1
－
o
b
S
一
ド
■
－
o
，
9
竃
．
o
の
三
つ
の
ケ
i
ス

で
‘
の
増
加
関
数
と
な
り
、
開
発
競
争
終
了
時
点
で
最
大
値
を
と

る
。
ま
た
、
、
1
l
o
o
o
o
o
〇
一
Q
H
o
．
仰
b
l
l
o
．
H
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
で

は
、
均
衡
総
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
が
最
大
と
な
る
ま
は
約
二
・

七
な
い
し
二
．
八
で
、
比
較
の
べ
ー
ス
の
二
・
二
よ
り
も
か
な
り

開
発
競
争
終
了
時
点
に
近
づ
く
。
一
方
、
、
“
8
8
9
Q
H
ド
9

b
l
l
o
・
8
睾
1
－
o
．
8
8
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
で
均
衡
総
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
が
最
大
と
な
る
の
は
、
舌
が
約
一
・
二
な
い
し
一
・
四
の

と
き
で
、
比
較
の
べ
ー
ス
よ
り
も
か
な
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
に
、
八
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
が
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
s
。
㌧
、
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
開
発
競
争
期
間
丁
の
変
化
は
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ

ロ
ー
取
得
率
に
一
様
な
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
。
τ
が
大
き
い
ほ
ど
、

開
発
競
争
開
始
時
点
に
お
け
る
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得

率
は
低
く
な
る
が
、
｝
1
1
；
に
お
け
る
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ

ー
取
得
率
は
τ
が
六
・
○
の
と
き
に
最
も
大
き
く
な
り
、
叶
”
M
b

に
お
け
る
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
τ
が
一
〇
・
O

の
と
き
に
最
大
と
な
る
と
い
っ
た
具
合
い
で
あ
る
。

　
T
が
二
二
．
○
の
場
合
を
除
け
ぱ
、
T
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡

基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
高
く
な
る
。
し
か
し
、
τ
が
を

一
〇
．
O
の
ケ
ー
ス
と
T
が
二
二
・
○
の
ケ
ー
ス
を
比
較
す
る
と
、

ε
が
比
較
的
小
さ
い
と
き
の
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率

は
T
が
二
二
．
O
の
揚
合
の
方
が
低
く
な
る
。
従
っ
て
、
開
発
競

争
期
間
の
変
化
は
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
に
対
し
て
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表2均衡知識フロ．
　取得率に対するパラ
　メータの影響
　　　　（費用節約効果〕

a． b．

1
i

十 十

C 一 ■

D 十” 十

E 一” 一

o ’1I ■

P 十 十

『 一” 一

T ？ ｝

1）閲燃争蘭始時点を除く

も
一
様
な
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
と
言
え
る
。

　
丁
以
外
の
バ
ヲ
メ
ー
タ
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
　
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ツ
ク
の
寄
与

度
ん
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
亀
．
㌧
．
は
高

く
な
る
。

②
　
応
用
研
究
費
用
関
数
の
逓
増
度
0
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
知

識
フ
ロ
ー
取
得
率
S
、
㌧
、
は
低
く
な
る
。

㈹
　
基
礎
研
究
費
用
関
数
の
逓
増
度
E
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基

礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
低
く
な
る
。
ま
た
、
開
発
競
争
開

始
時
点
を
除
い
て
、
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
も
低
く

な
る
。

ω
　
基
礎
研
究
の
費
用
節
約
効
果
を
規
定
す
る
バ
ラ
メ
ー
タ
D
が

大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
は
高
く
な
る
。

ま
た
、
開
発
競
争
開
始
時
点
を
除
い
て
、
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ

ロ
ー
取
得
率
も
高
く
な
る
。

㈲
　
競
争
企
業
数
侃
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ

ー
取
得
率
は
低
く
な
る
。
ま
た
、
開
発
競
争
開
始
時
点
を
除
い
て
、

均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
も
低
く
な
る
。

㈹
　
開
発
成
功
後
の
報
酬
P
が
大
き
い
ほ
ど
、
均
衡
知
識
フ
ロ
ー

取
得
率
s
．
㌧
．
は
高
く
な
る
。

ω
　
割
引
率
γ
が
犬
き
い
ほ
ど
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取

得
率
は
低
く
な
る
。
ま
た
、
開
発
競
争
開
始
時
点
を
除
い
て
、
均

衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
も
低
く
な
る
。

　
以
上
の
緒
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
二
で
あ
り
、
均
衡
研
究
費

用
支
出
率
に
対
す
る
諸
バ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
も

こ
の
表
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
述
べ
ら

れ
た
こ
と
は
選
ば
れ
た
バ
ラ
メ
ー
タ
値
に
依
存
し
て
お
り
、
安
易

に
一
般
化
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
均
衡
知
識
フ
ロ

ー
取
得
率
の
お
お
よ
そ
の
動
き
を
知
る
た
め
に
は
十
分
に
役
立
つ

も
の
と
言
え
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
基
礎
研
究
が
成
功
確
率
上
昇
効
果
の
み
を
持
つ
場

合
及
び
費
用
節
約
効
果
の
み
を
持
つ
場
合
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
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（19）基礎研究の二つの効果と技術革新競争

動
態
的
な
新
製
品
な
い
し
新
製
法
の
開
発
競
争
ゲ
ー
ム
に
お
け
る

開
ル
ー
プ
ナ
ヅ
シ
ュ
均
衡
戦
略
を
導
出
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
効

果
は
表
面
的
に
は
類
似
し
て
見
る
が
、
導
か
れ
た
均
衡
知
識
フ
ロ

ー
取
得
率
な
い
し
均
衡
研
究
費
用
支
出
率
は
質
的
に
か
な
り
異
な

っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
時
間
に
対
す
る
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
な
い
し
均

衡
基
礎
研
究
支
出
率
の
動
き
の
相
違
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
基
礎

研
究
が
成
功
確
率
上
昇
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合
に
は
、
応
用
研

究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
が
あ
ま
り
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
開
発
競
争
の
序

盤
に
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
敢
得
率
を
高
く
し
て
も
、
費
用
が
重

む
割
に
開
発
成
功
確
率
の
上
昇
は
あ
ま
り
望
め
ず
得
策
と
は
言
え

な
い
。
従
っ
て
、
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
稜
と
歩
調
を
合

わ
せ
徐
々
に
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
基
礎
研
究
が
費
用
節
約
効
果
し
か

持
た
な
い
場
合
に
は
、
開
発
成
功
確
率
は
応
用
研
究
知
識
ス
ト
ッ

ク
の
み
に
依
存
す
る
た
め
、
開
発
競
争
の
序
盤
の
う
ち
に
基
礎
研

究
知
識
ス
ト
ヅ
ク
を
蓄
積
し
応
用
研
究
費
用
の
節
約
効
果
を
早
い

時
点
か
ら
享
受
し
て
、
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
応
用
研
究
知
識
ス

ト
ヅ
ク
を
蓄
積
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
に
つ
い
て
は
、
時
間
に
対
す
る

増
加
割
合
が
成
功
確
率
上
昇
効
果
の
場
合
逓
増
的
で
、
費
用
節
約

効
果
の
場
合
逓
減
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
絶
対
的
水
準
に
大
き

な
差
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
研
究
が
費
用
節
約
効
果
し
か
持

た
な
い
場
合
、
開
発
競
争
開
始
時
点
か
ら
相
当
水
準
（
基
礎
研
究

が
成
功
確
率
上
昇
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合
の
開
発
競
争
終
了
時

点
に
お
け
る
均
衡
応
用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
な
い
し
均
衡
応

用
研
究
支
出
率
と
同
等
）
の
応
用
研
究
費
用
が
支
出
さ
れ
、
応
用

研
究
知
識
フ
ロ
ー
が
取
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
諸
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
が
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率

（
研
究
費
用
支
出
率
）
に
及
ぽ
す
影
響
も
二
つ
の
ケ
ー
ス
で
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
競
争
企
業
数
と
割
引
率
の
影
響

は
、
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
、
均
衡
応

用
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
い
ず
れ
に
対
し
て
も
全

く
逆
方
向
と
な
っ
て
い
る
。
競
争
企
業
数
の
増
加
が
研
究
開
発
の

イ
ン
プ
ヅ
ト
や
ア
ウ
ト
プ
ヅ
ト
に
与
え
る
イ
ン
バ
ク
ト
は
開
発
成

功
後
の
報
酬
や
研
究
開
発
支
出
の
タ
イ
プ
に
依
存
す
る
と
い
っ
た

議
論
が
あ
る
が
、
基
礎
研
究
の
効
果
の
違
い
に
よ
っ
て
も
そ
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
異
な
り
う
る
と
い
う
新
た
な
発
見
が
得
ら
れ
た
。
こ

の
点
は
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
・
開
発
へ
の
資
源
配
分
問
題
と
寡

占
モ
デ
ル
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
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も
う
一
つ
注
目
に
値
す
る
の
が
、
応
用
研
究
及
ぴ
基
礎
研
究
の

費
用
関
数
の
逓
増
度
や
開
発
成
功
確
率
に
対
す
る
研
究
知
識
ス
ト

ヅ
ク
の
寄
与
度
の
変
化
が
均
衡
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
研
究
費
用

支
出
率
）
に
及
ぽ
す
影
響
の
違
い
で
あ
る
。
基
礎
研
究
が
成
功
確

率
上
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合
に
は
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
と

の
関
係
は
代
替
的
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化

が
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
と
均
衡
応
用

研
究
知
識
フ
ロ
ー
敢
得
率
（
支
出
率
）
と
に
逆
方
向
の
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
犬
き
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
基
礎
研
究
が
費
用
節

約
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合
に
は
、
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
と
の

関
係
は
い
わ
ぱ
補
完
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化

が
均
衡
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
と
均
衡
応
用

研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
（
支
出
率
）
と
に
与
え
る
影
響
は
質
的

に
は
同
じ
と
な
る
。

　
現
実
の
基
礎
研
究
は
、
成
功
確
率
上
昇
効
果
と
費
用
節
約
効
果

の
両
方
の
効
果
を
様
々
な
割
合
で
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
実
際
の
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
な
い
し
研
究
費
用
支

出
率
も
、
基
礎
研
究
が
成
功
確
率
上
昇
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合

と
費
用
節
約
効
果
し
か
持
た
な
い
場
合
と
の
折
衷
的
な
も
の
と
な

ろ
う
。
例
え
ば
、
基
礎
研
究
知
識
フ
ロ
ー
取
得
率
が
時
間
に
か
か

わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
と
か
、
企
業
数
や
割
引
率
の
変
化
が
均
衡
知

識
フ
ロ
ー
取
得
率
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
ウ
た
こ
と
も
起
こ

り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
見
き
わ
め
る
た
め

に
は
、
単
独
の
効
果
に
関
す
る
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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